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1．は じめ に

　平成 21 （2GO9）年度か ら教員免許状更新講褶 が 開始

され る。そ の 準備 段 階 と し て
， 平成 20 （2008）年 度

に は い くつ か の 大 学や教育機関 で 教員免許状更新講習

（予備）（以 下 ，予 備講習） が 実施 され た 。
　筆者 の ひ と り は，近 年，理 科 で 求 め られ る よ うに

な っ て き て い る 博 物館 活用 に つ い て，植 物 園 で の

フ ィ
ー

ル ドワーク を交えて 予備講習を 実施 した。植物

園 フ ィ
ー

ル ドワ
ーク で は，大久保 ら

1〕
によっ て 開発 さ

れ た clippicKids を使 用 した。　 clippicKids の 活 用 評 価

は，これ ま で 主 に，児童
・生 徒を対象 に して 行 われ て い

る
2）
。 し か し，教師や 大 人 を 対 象 に し た も の は ほ とん

ど な い 。本研 究 で は，フ ィ
ー

ル ドワ
ーク 後 に 行 っ た ア

ン ケ
ー

ト調 査 か ら ， 教師向 け フ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク に お け

る clippicKids の 活用 評価を 行 っ た。

2，方法

　下記 の 要領 で ，植物園 フ ィ
ー

ル ドワ
ー

クを取 り入れ

た予備講習を実施 した。
　 日程 ： 2008 年 8 月 20 日

　場所 （実施概要 ）： 高知大学教育学部 （博物館活 用 に

　　関す る講義），高知 県 立 牧野植物園 （clippicKids

　　 に よ る フ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク ）

　参 加者 ・
人数 1 小学校教員

3〕・18人

表 1．4件法に よるア ン ケ
ー

ト調査結果

　　　躙 　 　 　 　 　 、
一携 ．−4

（1）携帯電話 で 写真 を撮るの は，簡 単だ。
＋

（2）撮 っ た 写 真 を メ
ー

ル で 送信 す るの は，
　 簡 単だ 。
（3＞携帯 電 話 の 写真機 能 は，野外 活 動 に

　 便利な道具だ。
’＊

（4）携帯 電 話 の 写真機 能は，野外 活 動 に

　 役 に 立 っ 道具 だ。
”

（5）携 帯 電 話 の 写 真 機 能 に よ っ て 野 外活

　 動 を楽 し く支援で き る。
±S

（6）ホ
ー

ム ペ ージで 写 真を見 る こ とが 出

　 来 る の は，便 利 だ。
”

（7）ホ
ー

ム ペ ージ で 写 真 を 見 るこ とが 出

　 来 る の は，楽 しい 。
S’

（8）携帯 電 話 で 写真 を撮 っ た りホ
ー

ム

　 ペ ージで 写真 を見 る こ とを 自分 の

　 授 業 で もや っ て み た い 。
’
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3．植物園 フ ィ
ール ドワーク の概 要

　 予 備 講 習 の 参 力1］者 は，午 前 中，博物 館 活 用 に 関す る

講義 を大学 で 受 けて，午後，植物園へ移動 し た。植物

園 で は 「植物園 の 活 用 法 を 理 科教師 の 視 点 か ら具体 的

に提案す る」 と い う課題 が 参加者 に 与 えられた n 参加

者は ， 学習 の H 的 （該当す る単元 ） と植物園 に あ る 素

材 を GloppicK 正ds に 登録 し，そ れ らの 素材 を どの よ う

な学習 目的や 単 元 で 使用す る の か に つ い て 発 表 した。
clippicKids に 登 録す る た め の フ ィ

ー
ル ドワ ーク の 時

間 は約 90 分 で あっ た。

4．ア ン ケ
ー

トの 結果

　 フ ィ
ール ドワ ーク の 後 ，ア ン ケー ト調 査 を 行 い 4 件

法 で 回答 させ た （4： とて もそ う思 う，3 ： ややそ う思 う，
2 ： あ ま りそ う思わない

，
1 ：全 くそ う思 わ ない ）。調 査

結果 を 1−2 の 否定的回答と 3−4 の 肯定的同答 に 分 けて

表 し た の が 表 1 で あ る。
　8 つ の 質問の うち，「（2）撮 っ た 写 真 を メ

ー
ル で 送信

す る の は，簡単だ。」 以外 は，肯定的な回答 が 有意 に あっ

た。特 に，携帯電話 の 写真機能 を使 っ て フ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク す る こ と （質 問 （3−．5）） や ，ホーム ペ ージ で 写 真 を

見 る こ と　（質 問 （6−7）） とい っ た，clippicKids が もつ

シ ス テ ム の 特徴 に つ い て は 評価 が 高 か っ た。
　

・
方，「  撮 っ た写真を メ

ー
ル で 送信す る の は ，簡

単 だ。」 とい う質闇に は ，否 定的 回 答 を 7 人 が して い る 。

表 2 か ら も，携 帯 電 話 の 操 作 に 困難 を 感 じ て い る 人 が

い る と分 か っ た。

　　　　　　　　　　　 （＋．05〈p〈．⊥0，　
’

p〈．05，　
”

p 〈．01）

表 2，自由記述 に よるア ン ケ
ー

ト調査結果の
一
例

質 問 ： 植 物 園 で の 活 動 に つ い て 良か っ た 点，問題 点 を お 書

　 き下 さい 。
回 答例 ：

・
携帯 電話 の 操作 で 困 っ て い た 人 が い た。
・携 帯 電話 の 操作 ばか りに 気 を取 られ た。
・時問が是 りな か っ た。
・ee）t名 と植物 の 関係が 分か る 表 が ほ し か っ た。

5，お わ り に

　参加者 は フ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク を通 して ，clipp ゴcKids

が もつ シ ス テ ム の 特徴に つ い て は 高 く評価し た。 しか

しな が ら，携帯電話 の メ
ール 送信機能 の 使 い 勝手 に つ

い て は 困 難 を 感 じ て い る 参 加 者 も い た。 こ の こ とか

ら，口常的 に 携帯電話 を使 い 慣れ て い ない 参加 者 に は，
フ ィ

ー
ル ドワ

ー
ク 前 に よ り十 分 な 時 間 を と っ て，操 作

の 練習が 必 要 に な る と 示 唆 さ れ た。 こ の 他，植 物園

フ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク をよ り 充実 させ る ため に ， 理 科 の 単

元 と植物 園 の 植物 を リ ン ク させ る 資料 も，今後準備 し

て い く必 要が あ る。
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